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1 はじめに
本研究では，大規模言語モデルによって生成され

た有価証券報告書の要約の品質推定に取り組む．大
規模言語モデルは，文書要約をはじめとする様々な
テキスト生成タスクにおいて高い性能を達成してい
る [1]ものの，生成文の発信の際には情報の正誤や
過不足についての評価が避けられない．特に，有価
証券報告書のような金融ドメインに特化した文書
の要約においては，高度な専門知識が要求されるた
め，詳細な人手評価には多くのコストが発生する．

2 提案手法
人手評価のコストを削減するために，本研究で

は要約文に対する単語単位の品質推定に取り組む．
図 1に示すように，入力文書および要約文をマスク
言語モデル1）に入力し，要約文中の各トークンに対
して品質ラベルを推定する．本研究では，品質ラベ
ルとして {OK,不必要,不正確 }の 3種類を用いる．
単語単位の品質推定は，機械翻訳における既存手

法 [2]に基づくが，文書要約タスクに特化させるた
めに，入力文書のトークン長を制限する．これは，
入力文書が長い場合にマスク言語モデルの最大入力
長を超える場合があるため，要約文を含めてトーク
ン数 𝑘 となるように，入力文書の末尾のトークンを
削るものである．
また，本研究で扱うデータセットは，高性能な大

規模言語モデルによって要約文を生成する場合，多
くのトークンが OKの品質ラベルを持つ不均衡デー
タとなる．これに対処するために，ラベル数に基づ
く重みを考慮する均衡クロスエントロピー損失 [3]
を採用する．その上で，不必要または不正確の品質
ラベルが過剰に出力されるのを防ぐために，閾値
0 < 𝜃 < 1未満の確率で品質ラベルが選択された場
合には，OKを出力するよう Optuna2）で調整した．

1） https://huggingface.co/retrieva-jp/bert-1.3b

2） https://optuna.org/
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図 1 BERTによる要約文の単語単位の品質推定
表 1 実験結果

入力長制限 フィルタリング MCC

1,024 - 0.140
1,536 - 0.142
2,048 - 0.108

1,536 ✓ 0.149

3 評価実験
有価証券報告書 2,048件の大規模言語モデルによ
る要約文を用いて，提案手法の有効性を検証した．
品質推定モデルには，2,048トークンの長文入力に
対応した日本語マスク言語モデルの RetrievaBERT1）

を使用した．その他，訓練用・検証用・評価用に入
力文書を 1,657件・193件・198件に分割し，入力文
長を 𝑘 ∈ {1024, 1536, 2048}の中から選択し，評価指
標としてMatthews相関（MCC）を使用した．
実験結果を表 1 に示す．入力長制限が有効であ
り，最大限に入力文書を使用するよりも，先頭の千
トークン程度のみを使用する方が高品質な品質推定
を実現できた．また，入力長制限とフィルタリング
の組み合わせにより，最高性能を達成した．
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